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矢
口
中
央
委
員

板
橋
区
職
労

新
分
会「
板
橋
区
子

ど
も
家
庭
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
分
会
」

結
成
！

矢
吹
中
央
委
員

東
京
自
治
労
連

新
採
加
入
の
取
り

組
み
、
都
知
事
選

挙
に
向
け
て

自
治
労
連
第
67
回
中
央
委
員

会
が
5
月
24
〜
25
日
、
浜
松
市

で
開
か
れ
、
東
京
か
ら
は
中
央

委
員
・
傍
聴
あ
わ
せ
て
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
中
央
委
員
の

発
言
で
は
、
全
国
の
仲
間
32
人

が
討
論
に
参
加
し
、
新
規
採
用

者
の
組
合
加
入
、
人
勧
に
む
け

た
賃
金
闘
争
、
被
災
地
支
援
か

ら
公
共
を
取
り
戻
す
課
題
な

ど
、運
動
方
針
を
補
強
し
、全
て

の
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
か
ら
二
人
が
発
言
し
ま

し
た
。
以
下
、
紹
介
し
ま
す
。

開
設
前
後
か
ら
病
休
者
が
あ

り
欠
員
状
態
に
。
時
間
外
対
応

も
恒
常
化
、
通
年
で
超
過
勤
務

が
多
い
職
場
で
し
た
が
、
当
初

は
分
会
が
な
く
、
当
局
へ
の
要

求
が
直
接
で
き
ず
職
員
の
間
で

不
満
が
蓄
積
し
、
分
会
結
成
に

動
き
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
職

員
の
不
満
や
困
り
ご
と
を
聞
き

取
り
、
「
分
会
準
備
通
信
」
を

発
行
し
、
分
会
結
成
の
必
要
性

な
ど
を
周
知
し
ま
し
た
。
2
0

2
3
年
5
月
に
新
分
会
が
結

成
。
そ
の
後
の
要
求
で
多
く
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

「
職
場
や
職
員
の
声
を
吸
い

上
げ
、
皆
で
結
集
し
要
求
し
て

い
く
」
当
た
り
前
と
い
わ
れ
る

活
動
を
お
ざ
な
り
に
す
る
こ
と

な
く
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ

の
声
を
結
集
す
る
大
切
さ
を
、

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

新
規
採
用
者
の
組
合
加
入
に

つ
い
て
の
到
達
は
、
現
在
で
約

7
0
0
名
の
加
入
に
止
ま
っ
て

い
る
。
今
年
の
特
徴
と
し
て
新

規
採
用
者
が
例
年
に
な
く
多

く
、
役
員
も
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。
加
入
率
も
90
％
以
上
か
ら

50
％
〜
10
％
と
ば
ら
つ
き
が
あ

り
ま
し
た
。
組
織
集
会
で
総
括

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
知
事
選
に
つ
い
て
は
、「
市

民
と
野
党
が
共
闘
す
る
候
補
者

を
」
と
し
て
、
候
補
者
選
定
委

員
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
自

民
党
の
裏
金
問
題
に
対
す
る
批

判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
東
京

か
ら
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ

る
た
め
、
都
知
事
選
挙
で
奮
闘

し
ま
す
。

自
治
労
連
３５
周
年

記
念
講
演
会

終
了
後
、
駒
場
顧
問
に
よ
る

「
自
治
労
連
が
生
ま
れ
て
35
年
、

今
に
生
き
る
結
成
の
原
点
」
と

題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
自
治
労
連
結
成
と
35
年

の
歩
み
、
さ
ら
な
る
前
進
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

憲
法
講
演
会
「
憲
法
を
い
か

す
都
政
の
実
現
に
向
け
、
自
治

体
労
働
者
と
し
て
知
事
選
挙
に

取
り
組
む
」
が
6
月
7
日
、
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル
で
講
師
・
前
川
喜

平
氏
を
迎
え
て
開
か
れ
、
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
あ
わ
せ
て
、

61
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

以
下
、概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

人
権
は
全
て
の
ひ
と
に
あ
る

国
際
上
の「
人
権
」と
は
、
そ

の
国
の
内
外
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
る
。

人
種
差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
高
等
教
育
の
無
償
化
の
対

象
に
朝
鮮
学
校
を
は
ず
す
の
は

レ
イ
シ
ズ
ム
（
人
権
差
別
）
で

あ
る
。

教
育
無
償
化
を
「
政
争
の
具
」

に
し
て
は
な
ら
な
い

都
知
事
は
高
等
教
育
の
無
償

化
を
自
ら
の
成
果
と
し
て
発
表

し
て
い
る
が
、
国
際
人
権
規
約

の
高
等
教
育
の
無
償
化
を
日
本

政
府
も
認
め
て
お
り
、
実
行
し

て
当
た
り
前
。
む
し
ろ
、
今
ま

で
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
問

題
。
教
育
無
償
化
を
政
策
論
に

す
る
よ
う
な
「
政
争
の
具
」
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

「
企
業
は
金
で
政
策
を
買
う
、

政
治
は
金
で
世
論
を
買
う
」
を

許
す
な
！

国
会
で
裏
金
問
題
の
責
任
追

及
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
数
の

力
で
進
進
め
ら
れ
る
今
の
政
治

は
お
か
し
い
。

政
治
家
は
人
権
を
守
る
こ
と

が
基
本
。
こ
の
政
治
理
念
を
も

っ
た
人
が
、
自
治
体
の
長
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治

理
念
を
持
た
な
い
政
治
家
は

「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
を

市
民
に
提
供
で
き
な
い
。

都
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
雇
止
め
、
君
が
代
・
国
旗
掲

揚
問
題
な
ど
は
、
何
れ
も
憲
法

の
理
念
に
反
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
転
換
し
、
都
民

と
自
治
体
職
員
の
願
い
に
こ
た

え
る
知
事
を
も
と
め
た
い
。

全
労
連（
災
害
対
策
連
絡
会
）

第
3
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
5
月
10
、
11
、
12
日
）
に
三

日
間
参
加
し
ま
し
た
。
羽
咋
市

に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
に

は
、全
国
か
ら
70
人
が
集
結
し
、

自
治
労
連
か
ら
も
40
人
ほ
ど
が

参
加
。
班
編
成
を
行
い
、
能
登

町
、
穴
水
町
、
珠
洲
市
、
輪
島

市
へ
車
で
移
動
し
、
被
災
家
屋

の
家
具
な
ど
の
運
び
出
し
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

被
害
状
況
が
ひ
ど
い
輪
島
市

に
向
か
う
高
速
道
路
「
能
登
・

里
山
道
路
」
が
一
方
通
行
で
、

し
か
も
、
復
旧
工
事
を
さ
け
な

が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

移
動
に
費
や
す
時
間
が
多
く
、

作
業
時
間
が
少
な
い
の
が
悩
み

で
し
た
。
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
現
場
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
辛
か
っ
た
で
す
が
、

「
皆
さ
ん
が
来
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
た
い
。
心
が
折
れ
そ
う

だ
っ
た
が
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
」
と
涙
し
て
く

れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
奥
能
登
の
被
害

が
と
り
わ
け
ひ
ど
く
、
倒
壊
家

屋
が
解
体
も
で
き
ず
に
地
震
当

日
の
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
仮
設
の
水
道
管
が
よ
う

や
く
出
来
た
よ
う
で
す
が
、
い

ま
だ
断
水
が
続
き
、
道
路
の
陥

没
や
崩
れ
が
目
立
ち
ま
す
。
政

府
は
一
体
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
。
国
は
完
全
に
被
災
地
を
見

す
て
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
息
の
長
い
支
援
活
動
の
必

要
性
を
、
強
く
感
じ
た
三
日
間

で
し
た
。

被
災
地
の
石
川
県
労
連
の
長

曽
事
務
局
長
に
、
組
合
員
か
ら

集
ま
っ
た
義
援
金
を
渡
し
ま
し

た
。

（
矢
吹
）

関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

は
6
月
7
日
、
人
事
院
事
務
局

に
対
し
て
「
2
0
2
4
人
事
院

勧
告
に
向
け
た
要
請
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。要
請
行
動
に
は
、

東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
茨
城

・
埼
玉
・
長
野
、
県
事
務
所
か

ら
群
馬
、
新
潟
、
栃
木
、
本
部

専
門
委
員
が
参
加
、
人
事
院
関

東
事
務
局
か
ら
、
高
橋
総
務
課

長
、
沼
野
第
一
課
長
等
が
出
席

し
ま
し
た
。

初
め
に
、
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ

ク
矢
吹
議
長
か
ら
、
要
請
書
手

交
後
に
挨
拶
を
行
い
、
各
地
方

組
織
、
県
事
務
所
か
ら
発
言
し

ま
し
た
。

東
京
自
治
労
連
か
ら
は
、
再

任
用
職
員
の
賃
金
引
上
げ
と
、

一
時
金
支
給
月
数
を
60
歳
以
前

と
同
様
に
す
る
こ
と
、
技
能
・

労
務
職
員
の
低
す
ぎ
る
賃
金
水

準
の
改
善
を
、
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

総
務
課
長
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
望
に
対
し
、
具
体
的
な

回
答
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
後
に
矢
吹
議
長
か
ら
、

「
人
事
院
の
役
割
発
揮
を
強
く

求
め
る
」
と
述
べ
、
要
請
行
動

を
終
え
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
公

務
員
賃
金
改
善
の
闘
い
は
、
い

よ
い
よ
本
番
を
む
か
え
ま
す
。

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

政
治
資
金
規

正
法
案
の
審

議
、
こ
の
原
稿

が
活
字
に
な
る

頃
は
参
議
院
で

審
議
が
始
ま
っ

て
い
る
は
ず
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
自
民
党
は
真

面
目
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
が

法
違
反
し
て
、
ヤ
ミ
ガ
ネ
を
こ

し
ら
え
て
だ
ん
ま
り
を
決
め
込

み
、
告
発
さ
れ
る
と
あ
れ
や
こ

れ
や
理
由
を
並
べ
て
認
め
よ
う

と
し
な
い
。
人
の
う
わ
さ
も
75

日
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。未

だ
に
怪
な
の
が
安
倍
派
5

人
衆
の
幹
部
た
ち
。誰
が
決
め
、

指
示
し
た
の
か
分
か
ら
ぬ
と
い

う
の
だ
か
ら
、
無
責
任
が
極
ま

る
。
昨
今
の
物
価
高
、
庶
民
は

1
円
単
位
で
生
活
し
て
い
る
の

が
分
か
ら
な
い
し
、
分
か
ろ
う

と
し
な
い
。
そ
う
い
う
人
た
ち

が
選
挙
に
な
る
と
、
正
直
者
が

馬
鹿
を
見
な
い
政
治
、
み
な
さ

ん
の
お
力
に
な
り
ま
す
、
と
口

当
た
り
の
い
い
演
説
を
す
る
。

選
挙
で
当
選
す
れ
ば
、
後
は
野

と
な
れ
山
と
な
れ
。

ヤ
ミ
ガ
ネ
の
1
千
万
円
以
下

は
処
分
し
な
い
の
も
お
か
し
な

話
。
9
9
9
万
円
な
ら
許
さ
れ

る
の
か
。
以
前
、
民
間
の
バ
ス

会
社
で
10
円
を
ポ
ッ
ト
に
入
れ

た
ま
ま
だ
っ
た
運
転
手
が
処
分

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
政
治

家
な
ら
ご
存
じ
の
は
ず
だ
。

法
案
は
、
パ
ー
テ
ィ
券
5
万

円
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
金
額

の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
ヤ
ミ

献
金
と
同
じ
。
野
党
は
揃
っ
て

パ
ー
テ
ィ
券
廃
止
で
あ
る
。

岸
田
さ
ん
、
聞
く
耳
が
あ
り

ま
せ
ん
。

能
登
半
島
地
震
か
ら
5
カ
月

自治労連自治労連
第
６７
回
中
央
委
員
会

被災した能登のまち

倒壊したビル

矢
吹
委
員
長「
都
知
事
選
で
奮
闘
し
た
い
」

義援金を手渡し

浜松の会場で団結

被
災
地
の
い
ま

復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず

被
災
地
の
い
ま

復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず

自
治
労
連
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

人
事
院
関
東
事
務
局
へ「
24
人
事
院
勧
告
」要
請

憲法をいかす自治体労働者東京連絡会

人権は全ての人に人権は全ての人に

講演する前川喜平氏

要
請
書
を
手
交
す
る

矢
吹
議
長

＆
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白神 優理子

10月19日
城北法律事務所

東
京
医
療
関
連
協
主
催
の

「
看
護
の
日
」
講
演
会
と
厚
労

省
前
宣
伝
行
動
が
5
月
16
日
、

新
橋
Ａ
Ｐ
ビ
ル
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
、
1
5
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
東
京
自
治
労
連
か
ら

は
衛
生
局
支
部
、
都
庁
法
人
労

組
、
昭
和
病
院
労
組
が
参
加
し

ま
し
た
。

東
京
医
療
関
連
協
は
、
看
護

師
の
大
幅
増
員
・
社
会
的
地
位

向
上
、
医
療
・
看
護
の
改
善
を

求
め
た
運
動
を
展
開
す
る
た

め
、
毎
年
看
護
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
「
看
護
の
日
行
動
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
の
松
田
加
寿
美

中
央
執
行
委
員
よ
り
、
「
看
護

闘
争
（
産
別
闘
争
）
の
歴
史
と

役
割
・
Ｇ
Ｎ
Ｕ
（
世
界
看
護
師

連
合
）
加
盟
の
意
義
と
こ
れ
か

ら
の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
松
田
氏
は
、

医
労
連
、
全
国
大
学
高
専
教
職

員
組
合
（
全
大
教
）
と
自
治
労

連
の
3
単
産
が
実
施
し
た
「
2

0
2
2
年
看
護
職
員
の
労
働
実

態
調
査
」
の
報
告
も
と
に
「
約

3
万
6
千
人
分
の
調
査
結
果
は

貴
重
で
あ
り
、
厚
労
省
も
無
視

で
き
な
い
」と
切
り
出
し
、「
看

護
職
員
の
79
・
2
％
が
仕
事
を

辞
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
」「
医

療
現
場
の
赤
裸
々
な
状
況
が
見

え
た
。
働
き
続
け
る
に
は
労
働

組
合
の
力
が
必
要
で
、
活
動
の

実
践
と
し
て
署
名
の
取
り
組
み

が
あ
る
」な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
か
ら
の
報
告
で
、
衛
生

局
支
部
の
山
本
輝
美
さ
ん
は

「
私
は
看
護
の
仕
事
が
好
き
で
、

患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
る
姿
が

何
よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。
看

護
師
の
仕
事
は
大
変
で
、
時
に

は
体
も
心
も
折
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
没
頭
で
き
る

趣
味
や
、
家
族
・
友
人
と
の
繋

が
り
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
看

護
の
仕
事
を
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
新
人
看
護
師
へ
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

感
想
文
に
は
「
看
護
師
の
仕

事
が
厳
し
す
ぎ
て
選
ば
れ
な
い

職
業
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
」

「
今
の
職
場
は
三
交
替
制
か
ら

二
交
替
制
が
半
数
に
な
っ
て
い

て
不
安
だ
」
「
自
分
た
ち
の
働

き
や
す
さ
、
患
者
様
へ
の
十
分

な
看
護
を
提
供
し
続
け
る
た
め

に
も
先
輩
方
に
習
い
、
私
た
ち

も
組
合
の
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「看護の日行動」の会場にて

服
務
宣
誓

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お

り
ま
す
。
5
月
3
日
は
憲
法
記

念
日
で
す
ね
。
私
た
ち
公
務
員

は
採
用
の
時
に
憲
法
を
尊
重

し
、
擁
護
す
る
こ
と
を
服
務
宣

誓
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
仕

事
の
基
本
で
あ
る
日
本
国
憲
法

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る

か
、
憲
法
記
念
日
に
は
あ
ら
た

め
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
ま

す
。（
衛
生
局
支
部

シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
診
療
所

木
村
賢
治
）

初
夏
の
自
然
を
満
喫

Ｇ
Ｗ
は
遠
出
せ
ず
、
た
ん
ぽ

ぽ
の
綿
毛
を
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

に
し
て
み
た
り
、
ナ
ン
ジ
ャ
モ

ン
ジ
ャ
の
木
の
花
を
見
に
行
っ

た
り
近
場
で
自
然
を
味
わ
い
ま

し
た
。
（
世
田
谷
区
職
労

弦

巻
児
童
館

岩
崎
芳
恵
）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
改

善
を都

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
雇
い
止
め
が
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
重
要
な

支
援
を
会
計
年
度
任
用
職
員
が

担
っ
て
い
る
の
は
心
理
の
分
野

に
限
り
ま
せ
ん
。
昇
給
が
無
い

た
め
短
期
で
の
離
職
や
人
材
確

保
の
困
難
さ
に
繋
が
っ
て
お

り
、
採
用
や
服
務
管
理
を
行
う

所
管
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
（
足

立
区
職
労

中
部
第
二
福
祉
課

金
井
達
也
）

お
詫
び
・
訂
正

と
う
き
ょ
う
自
治
体
の
仲
間

号
外
1
面
・
図
2
の
タ
イ
ト
ル

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
：
「
人
件
費
を
削
り
貯
め
こ

ん
だ
金
融
資
産
は
5
兆
円
超
」

正
：
「
繰
越
金
＝
前
年
度
の
歳

入
歳
出
差
引
の
推
移
」

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

5
月
11
日
、
東
京
自
治
労
連
第

28
回
囲
碁
・
将
棋
大
会

板
橋
・
世
田
谷
・
江
東
区
職
労

か
ら
参
加
。

板
橋
区
職
労
が
上
位
独
占
、
お

め
で
と
う
！

5
月
6
日
、
平
和
行
進
に
参
加

の
江
東
区
職
労

手
作
り
横
断
幕
で
行
進

5
月
26
日

自
治
労
連
35
周
年

記
念
講
演

駒
場
元
自
治
労
連
中
央
執
行
委

員
長
と
対
談
す
る
世
田
谷
区
職

労
の
澤
田
香
織
さ
ん
（
中
央
）

【
応
募
総
数
】
1
3
8
通

正

解
者
の
中
か
ら
、
厳
正
な
抽
選

の
結
果
、
次
の
30
名
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

景
品
の
図
書
カ
ー
ド
（
5
0
0

円
）
は
、
組
合
事
務
所
へ
送
り

ま
す
。

公
共
一
般
／
墨
田
区
立
寺
島
中

学
校
・
太
田
和
幸
子

江
東
区
職
労
／
大
島
保
育
園
・

田
辺
彩
霞
／
課
税
課
・
渡
辺
桃

子
／
土
木
部
河
川
公
園
課
・
佐

野
隼
人
／
千
葉
市
西
部
児
童
相

談
所
派
遣
・
中
鶴
賢
吾

足
立
区
職
労
／
中
部
第
二
福
祉

課
・
宍
戸
悦
志
／
区
民
の
声
相

談
係
・
上
野
友
子

墨
田
区
職
労
／
経
営
支
援
課
・

栗
原
朋
子
／
中
川
南
保
育
園
・

鈴
木
律
子
／
立
川
保
育
園
・
吉

田
敏
子

世
田
谷
区
職
労
／
財
務
部
課
税

課
・
有
田
奈
緒
／
清
掃
・
リ
サ

イ
ク
ル
部
管
理
課
・
棚
田
麻
純

／
赤
堤
小
学
校
・
岡
安
登
美
夫

／
学
務
課
・
林
援
／
保
険
料
収

納
課
・
上
原
宏
太
朗
／
世
田
谷

セ
ン
タ
ー
子
ど
も
家
庭
支
援
課

・
真
野
礼
華
／
財
務
部
用
地
課

・
阿
波
谷
七
彩
／
世
田
谷
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
・
野
元
寿
美

子
／
粕
谷
図
書
館
・
峰
村
澄
子

品
川
区
職
労
／
源
氏
前
保
育
園

・
角
田
ゆ
か
／
大
井
倉
田
保
育

園
・
近
藤
久
美
子

目
黒
区
職
労
／
契
約
課
・
染
谷

由
紀
子
／
東
山
第
三
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
・
前
島
亜
希

板
橋
区
職
労
／
大
山
東
児
童
館

平
林
す
み
れ

文
京
区
職
労
・
誠
之
小
学
校
・

田
邉
伸
一

豊
島
区
職
労
／
地
域
保
健
課
・

林
里
恵
／
都
市
計
画
課
・
小
野

幸
宏

衛
生
局
支
部
／
多
摩
府
中
保
健

所
・
黒
山
聡
子
／
多
摩
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
・
細
谷
幸
子

都
庁
法
人
労
組
／
多
摩
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
・
高
橋
麻
美

2
0
2
4
年
度
看
護
の
日
行
動

2
0
2
4
年
度
看
護
の
日
行
動

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ

ズ

ル

１
月
１５
日
出
題

１３５

正
解
＝
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

＆
城北法律事務所（最寄り駅：池袋駅）

片木 翔一郎弁護士

7月18日㈭13時～
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